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研究成果の概要（和文）：農村資源を活用した多角化経営活動の発展について評価可能とする、

経済学的フレームワークを構築した。具体的には、段階的に農村プロダクト・イノベーション

が生じるプロセスを理論的に説明するモデルをミクロ経済学に基づいて構築するとともに、酪

農教育ファームや農村ツーリズムの実施農家を対象とした実証分析により、その段階的発展の

プロセスの存在を裏付けた。 

 
研究成果の概要（英文）：We developed an conceptual framework based on microeconomics that 
enables us to evaluate farm diversification activity through utilization of rural 
resources. Specifically, we developed a microeconomic model that explains the process 
that rural product innovation is step wisely achieved and applied this model to empirical 
studies on Educational Dairy Farms in Japan and rural tourism farms in Japan and abroad. 
The empirical studies verified the stepwise process of product innovation.   
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１． 研究開始当初の背景 
 農村地域は、伝統的に様々な有用な機能を
社会に果たしてきたが、現在過疎化・高齢化
の進展で、農村資源の維持管理をいかにマネ
ジメントするかという点が問われている。そ
こで、そうした農村資源マネジメントを可能
とする経済学の構築が求められている。具体
的には、社会的な需要が増加している環境・
文化体験サービスの市場形成にかかわる条
件を明らかにすることが、農村資源の有効な

活用と保全を通じて農業経営の多角化を図
る上で重要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、農村資源マネジメントを
可能とする農村資源経済学の構築を念頭に
置いて、農村資源を活用した農業経営多角化
の方策を明らかにすることを目的とする。具
体的には、社会的ニーズが拡大している農村
の環境・体験サービスの市場形成に向けた条
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件を明らかにする過程で、農村資源経済学の
構築に向けた理論的フレームワークを構築
しつつ、そのフレームワークを実証分析に適
用する。 
 
３．研究の方法 
(1) 分析方法は、我が国の農業分門で最も組
織化が進んでいる体験教育サービスを提供
している酪農教育ファームについて対象と
して、経営者へのアンケート調査を実施し、
計量経済学的手法により、その活動と経営者
意識、体験教育サービスの経済的自立化に向
けた段階的ステップを解明する。 
 
(2) 我が国のブランド農産物と農村ツーリ
ズムとの関係をケート調査結果から、計量経
済モデルにより解明する。 
 
(3) イタリアのアグリツーリズムを対象と
して、その価格に対して展開にどの程度農村
文化的要因が作用しているのかを、へドニッ
ク価格分析により解明する。 
 
４．研究成果 
(1) 酪農教育ファームの体験教育サービス
についての分析から、段階的に経済的自立化
が進展することを明らかにした（Figure 1）。
具体的には、無料でサービスを提供するボラ
ンティア段階(eo)、次いで原料費のみ回収す
る段階(e1)、そして料金を賦課して自立化す
る段階(en)へと発展することを明らかにした。
また、体験受け入れ人数と、経済的指向が相
関を有することを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 農協のブランド農産物の成立により、観
光的活動が進展するという因果関係を実証
的に明らかにした。その際、観光的活動の成
果が出ている産地では、地域内での飲食業と
の連携が有効であることが明らかとなった。 
 
(3) イタリアのアグリツーリズムにおいて
その価格に農村文化的資源がどのような影
響を及ぼしているのか、ヘドニック価格分析

を行った結果、ブランドワインの存在、レス
トランの開設など農村文化的要因も一定程
度作用しているものの、最も大きな影響力を
有するのはプール施設設備であることが明
らかとなった。このことから、イタリア・ア
グリツーリズムは、施設化の要因と文化的要
因の二つのベクトルを有して発展してきた
ことが判明した。 
 
(4) 以上の分析結果から、農村資源を活用し
た、農村ツーリズムによる農業経営多角化を
進めるための農村における段階的なプロダ
クト・イノベーションのプロセスが明らかと
なった。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 85 件） 

① 霜浦森平・中村哲也・丸山敦史, 沖縄観

光における地域農産物と郷土料理に対す

る訪問客の評価：リピーターに着目して

―，2012 年度日本農業経済学会論文集, 

pp.130-137,2012.査読有り 

② Shin-ichi Shogenji, A Community-Based 

Model of Rural Recovery, Japan 

Perspectives, The Japan Foundation, 

pp.100-109, 2012.査読有り 

http://www.tokyofoundation.org/en/a

rticles/2011/rural-recovery 

③ 大江靖雄, 東日本大震災の都市農村交流

活動への影響と対応－千葉県を対象とし

て－,農業と経済, 78(9),pp.86-87, 

2012. 査読なし 

④ Yasuo Ohe and Adriano Ciani, Accessing 

demand characteristics of Agritourism 

in Italy, Tourism and Hospitality 

Management, 18(2), pp.281-296, 2012.

査読有り 

http://papers.ssrn.com/sol3/papers.

cfm?abstract_id=2191080 

⑤ Yasuo Ohe and Shinichi Kurihara, 

Evaluating the complementary 

relationship between local brand farm 

products and rural tourism: evidence 

from Japan, Tourism Management, 35, 

pp.278-283, 2012.査読有り 

   DOI:10.1016/j.tourman.2012.07.003  

⑥ Yasuo Ohe, Evaluating operator's 

attitudes to educational tourism in 

dairy farms: the case of Japan, Tourism 

Economics, 18(3), pp.577-595, 2012.

査読有り 

AVC0

SMC0

PMC0

MR0

s0 s1 sn

p0

p1

pn

$

O Farm activity 

Figure 1.  Internalization process of educational externality
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